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　國運躍進の 一轉機 を霊す べ き皇紀 2600 年 を興亞聖戰の 途上 に迎 へ 蝕 に第四 囘 工 學會大會の 開催せ

ら る 」に 當 り ま し て ．本邦造船界 の 過去 を顧 み且 つ 其 の 現 況 を開陳す る機會 を得 ま した こ と は 私 の 光

榮とす る所で あ ります 。

　今次事變に於 て 皇軍の 獲得 した る偉大 なる戰果 を顧み 、將兵の 盡忠報國の 辛苦 に謝 し心 か らな る感

謝 を捧 ぐる と同時に ． 不幸聖戰の 途中．護國の 神 と化せ られ た る幾多 の 英靈に 對 し
、 滿腔 の 敬意と謝

意 と を表 す る次第で あ ります 。

　前囘 の 工 學會大會以 降の 我 が造船界を囘顧致 しますれば ．躍進 の顯 著な る もの が あ ると同時 に 、誠

に 多事多端で あ つ た の で あ ります 。 以 下海軍艦 船 に 就て は言 及す る こ と を避 け此 の 間の 變邏 を略述致

し度 い と思ぴ ます
。

　海蓮立國 の 要諦は良質廠價 の 船舶 よ り成 る有力な る商船除 の 保有 に あ る
。 而 し て 海運業 に 船舶 を供

給す るはva1　 業で あ るか らして ．此 の 意味 に 於て 造船業 が 海國 目本 の 達設上最 も重大 な る基礎的 任務

を擔ふ もの で ある こ とは自 ら明瞭で ある。然 らば造般業は絶えす技術の 向上進歩に専念 し經營の 合理

化に邁進 して ．自ら建逶する 船舶を質に於て も償格に 於て も他列強の 追從 を許 さ L’ る もの と爲す と同

時に ．之等艢舶を必要 に應 じ多量に供給す るの 規模 を具備 しな けれ ばな らぬ 。 是れ吾が 造船界の 國家

に對する責務で あ る
。

　然 し乍 ら此 の重大 tcして貴重な る任務の達成は其の 必要 を唱導するが如 く然 く容易 なる纂柄で はな

い
。 般舶の 經濟 匪の 改善及般價の 低減に對 して は學術的見地 及経濟的 見地 よ りす る關係諸工業 の 進歩

を先決要件 と し
． 造船能力の 擴大 に對 し て は之 を經螢維持する に 充分 な る仕事の 繼繽的供給を先決要
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件 とする 。 而 し て 之等要件の 具體化は造結界は勿淪、關係JI：業“r 全員の 協カ
ー

致努力 研鐵に 待つ の 外

途な きは 明瞭で あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　自國造船主義の確立 と船舶改善助成

　私 は此 の 意味 に 於 て 輓近 の 本邦造船界 を囘顧す る と き最 も著 し き進展 を途げた もの は政 府の 造船政

策で ある と思ふ 。 御承知の 通 り我が造紹及海逕は此 の 數十年間 に 殆ん ど皆無 の 状態 よ り順次發遑 した

もの で あ る。 從 つ て 初期 に 於 て は政 府は諸般 の 奨勵制度 を定 め て 造船海運の 發展 を計 る と同時 に 務 め

て 先進諸國の 文物 を輪入せ む とした 。 又 中期に於 て も楡入 を阻止 する政 策を採用 しなか つ たの で あ り

ます。 試 に 昭和 11 年に現存 したる本邦船舶 826隻 330 餘萬總噸に 付調 査 し ます と．内 280隻 100

萬餘噸は外國に 於 て 建造ぜ られ た もの で あ つ た
。 之等の 船の 多 くは既 に外國に 於て 相當に 使ひ 古され

た 中古船 を購入 した もの で あ る 。 從 つ て 我が商船除 は量 に於て は相當の 壇加 を示 した けれ ど も．其 の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

船齡 の 分布 を見れば世界屈指の 古船國で あ る と云 ふ 不名譽を擔 つ た
。 之 を牟面 よ り見れば本邦商船隊

は質 に 於 て 列Whtc劣 り經濟 陸の 優良 な る現代般 に 乏 しい と云 ふ 塞心 す べ き状態に在 つ た の で ある。 驟

て 造船 の 見地 よ り考ふ る な らば此 の 事實 は即ち外 國造般 に 依存 する を放任 ず る もの で あ つ て 、eet　 A一

國摸擬 の 域 を晩 した る本邦造般の發展上甚 しき障害とな る もの なるは言 はすし て 明瞭であ ります 。

　彼 の 昭和 7年 に開始せ られた般舶改善助成施設 は當時極度に逮 した海遐及造般の 不況の 封策 と し て

行 はれ た の で ある が 、其根本 に 横たは る精紳は嚴 と して 本邦商般除 の 質的 改善に在 る
、 換言 すれば古

船 依存主義の 撤廢に 外な らな い
。 本邦商般除 の 擴充發展 は斬新の技術 を以 て 本邦に 於 て 新造せ られた

る経濟的適般 を以 て す べ しと云 ふ 政 策の
一
大轉換が此 の問 に 於て決行せ られた と云 ふ こ とは極 め て 重

大 なる意義 を有する もの と思ふ 。

　次で 昭和 8年政府は船舶輸入許可規則を制定 して 右の 政 策を補強 した。 皀卩ち苟 も邏 航の 目的 を以て

爲 す船舶の 輸入又 は移入 は豫 め政 府の 許可 を要す る こ と とな り．政府 は一定 の 基準 に 適 合せ ざ る 船舶

の 蝓入 を許可せ ざる方針 を採 りた る爲 、爾來特殊の般舶 を除 き外國古船は勿論新船 と雖 も輪入 を見 ざ

る に至 りま した 。 所謂自國造船圭義は此 の 如 くして確立せ られたの で あつ て ．私は之 を以 て海遐立國

の 礎石 の
一

な りと思ふ もの で あ ります 。

　船舶改善助成施設 は海遐業 の 不況 を打開す る と共 に衰退の 極 に逹 せ る造船業及附屬工 業 を匡敗す る

を主要 目的 と して 、昭和 7 年 ユ0 月以降 5 箇年に 亙 り第 一次 乃至第三次の 施設に分 ち實施せ られた

の で あ りますが 、 其 の 要 旨は老齢般 の 解體 を條件と して 總噸數 4
，
eOO 噸以 上 、速力 13 節以上 の 貨物

船 合計 30 萬總噸 の 建造 を助成する に あつ た の で あ りま す。 其の 實績は第一
表 に 示 す通 りで あ りま し

て 、第
一

次 施設 に依 る新般 31 隻約 20 萬總噸 は、昭和 8fii　．8 月竣工 せ る吾妻山丸を第 一船 とし昭

和 11 年 11 月竣工 せ る彰化丸 を最後とし て 完成 し、第二 次施設に 依る 8隻約 5 萬總噸は昭和 ユ1 年

2 月竣工 せ る衣笠丸 を第 一船 とし昭和 12 年 1 月竣工 せ る御室山丸 を最後 とし て完成 し ．又 第三 次施

設 に依 る 9隻約 5 萬總噸は 、昭 和 11 年 ユ2 月竣工 の 天龍丸 を第 一般 と し昭和 12 年 11 月竣工 せ る
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軛 近 に 於 け る本 邦 造 船 界 の 囘 顧 、 重 光 　蔟 丿 1

淺香丸 を最後と して 完成 したの で あ ります も 此 の 施設 は助成金 が新 造船 の 速力に 應 じ増加す る こ と S

な っ て 居 つ 允緒果．世界に類例 な き高速貨物般多數の 建造 を誘發す る に 效果が あ つ た の で あ ります 。

夊 此 の 制度は良 く其 の 目的 を逹成 して 本i邦邏船及海遐 に 活気 を注入 し．後年英國等を して 途に 之 を模

擬せ しむる に至 りま した 。

優　秀　船 　舶　の 　建　造

　造般及海遐 界の 不況経過す るや ． 宇 内 の 形 勢は急轉 し て 國家 自 ら優秀船腹整備の 急 を痛感す る に至

つ た 。 此 の 國家的必要 を充足す る爲．政府は昭和 12 年度以 降 4 箇年度 に 亙 り優秀船舶建造助威施設

を賓施 し 、更 に 昭和 13 年度以降 4 箇年度に 亙 る大型優秀船建造助成を行 つ て 居 る。 前者に 依 り助成

せ らるる船舶は總噸數 6
，
000 噸以上 ．速 力 19 節 以上の 船舶 に 限 られ ．建造噸數は貨物船 ユ5 萬總噸及

族 客般 ユ5 萬總噸 で あ ります e．内容 は第二表 に 示 す通で あ りま し て 、貨物般の 大 宇は既に竣工 し、又

大阪商般 會沚南米航路船 あるぜんちな丸及 ぶ ら蒲 る丸竝 に 日本郵船 會肚 歐洲航路新 田丸 の 如 き優秀旋

客船の 竣工 を見た こ とは御承知の 通で あ ります 。

　後者 は北米航路桑港線 に就航 すべ き總噸數 26
，
000 噸以上，速力 24 節以 上 の 族客船 2 隻 の 建造 を

助 成せ む とす る もの で あつ て ．日本郵船 會杜 に 補助 命令が 發せ られ ．第一船橿原丸 は 三 菱長 崎造船所

に 於て ．又第二 船出雲丸は川崎造 艪所 に於 て 目下建造 せ らn て居 ります 。

　之等優秀般舶 の 相次 ぐ建造 は我 が造 般史上 嘗 て類 例な き所 て あ りま し て 、本邦造船技術 の 進歩 を如

實に 示 す もの と信す る次箪 で あ ります 。 今其の 代表的船舶に 付 同一航路 に就航 して 居 る在來船 との 比

較 を試 みれば第三 表の 通で あ ります 。 之等の 新般中既に竣 工 せ る もの yft 績 を見 ますれば、あるぜ ん

ちな丸級に 於 て は從來の 航海 日數 46 日を 36 日に 短縮 し、金華 丸 は太
2
ド洋横斷 に 薪記録 を樹 立 し て

居 ります 。 更 に 新田 丸 に 於 て は直流及交流 の 電気 を竝 用 し 、一等客室全般及諸公 室 に 冷房 装置 を施 し

ました。 殊に後者 は世界に 例な き事 柄で あつ て 共に 客船設計上 の
一
新機軸 を出した もの で あ ります。

　　　　　　　　　　　　　　 船舶の國産化 と舶用機關の進歩

　昭和 の 初期 に 於 ける本邦 の 造船 を顧 る に ，當侍相當の 般舶が建造せ られて居る けれ ども，其の 實質

を檢討 すれば之に使用す る鋼材 を初 と し、或 場合 に は機關．艤装品 叉 は其部分品の 相當量 を國外 に 仰

い で 居 つ た の で あ ります 。 共 の 後關係工 業 の 進歩 に 拌 ひ 之等 は順吹 國産化せ ら る L 趨勢に在 つ た の で

あ りますが 、船舶改善助成施設以降の 助成eSic對 しま し て は原則 と し て 國産 ，吊の 使用が 強制せ られた

結果 、關係工 業の 振興 を促 し ．極 めて 少數 の 特許品 を除 い て は全部國産品を以 て 造船 し得 る域に達 し

た の で あ ります 。 今之 を第 一次船舶改善助成施設 の 實績に徴 するに ．助成建造船 に對す る所 要鋼材合

計 13 萬 瓲の 中 ．外 國品 を使用 した數量は當時我 國に 於て 製作 困難な りし大型球 山形鋼等僅に 5，500

緜瓲に過 ぎなか つ たの で あ ります
。

又 機關は全部國産品 を以 て充當 し、從來外國に依存 して 居つ た細

裝品中 口）油濡淨機 ． （2）火災警報装置 、 （3）鋼 製ヂ リ　ク ブー ム 、（4）自働注油機 ．（5）高聲電話機 ．
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  無線方位測定機 、（7｝セ キ ス タ ン ト．  サ 7 チ ラ イ ト、（9）端艇揚卸装置の 如 きは皆本邦に於 て

製作せ ら る L に 至 つ た の で あ ります 。 從て 目下製造中 の 大型優秀般 の 如 き も總て 國産品 を使用 し國内

に 於て建造せ られ て居 るの で あ ります。 之は本邦造鮎界の 眞の 發達 を如實に示 す もの で あっ て 、曩に

淺間丸の 建造 に 當 り鋼材は勿論．主機關、艤裝品 、裝飾其の 他多數の 外國製品が 使用せ られた る事實

に比較 して 誠に 感慨無量なる もの が あ るの で あ ります 。 然 し乍 ら補助X 業 の 方面 に 幹て は今 日と雖 も

徇 ほ諸外 國に 比 し て 遜色無 し と言 ひ 難 い の で あ る か ら、今一段 と之 が 振興 の 必要 を痛感す る 次 第で あ

ります6

　典の 期間に 於ける本邦造般界の 發逹 と して特に顯著な る もの は舶用機關の進歩で あ ります 。 御承知

の 通 1）ヂ ーゼ ル 機關の 探用 に就て は本邦造船界は多少立 ち後れ の 気味で あつ た爲 に ．初期 に於 て は完

成機關を輪入 して 居つ た の で あ ります 。 其の 後諸型 式機關の 製造權が 獲得せ られ 急速 に進歩 して 諸外

國 に於 て も多 く例 を見ざる大型 ヂ ーゼ ル 機關が續 々 製造せ ら る 曳に 至 りました 。 昭和 12 年川崎造般

所 に於 て製造せ られた嚴島丸用 一軸 1 萬馬 力の MAN 型ヂ ーゼ ル 機 關は最 も顯著な る もの で あ りま

す 。 長崎 三菱造船所が 多年 の 研究の 成果 と して MSD 型 ヂ ーゼ ル 機關を完成 し純國産機 の 優秀 さ を實

證 したの も亦昭和 12 年で あ つ て 、此の 種純國産機 として は あるぜ んちな丸級 に 裝備せ られて 居 る

MS 型 2 衝程單働式 ヂーゼ ル 機 （2 基 に て 16，500 馬力） を以 て 最大 と致 し ます 。

　 蒸気機關とヂ ーゼ ル 機關 とが 船舶 の運航經濟上 の 見地 よ り優劣 を競 ひ ．各不斷の 改良進歩 を逾げ て

相讓 らざ る は近時造船界の偉觀で あ りま す 。 蒸汽機關の 進歩 は汽罐の 改 良 に 俟つ 所 が頗る多 い の で あ

つ て ，是迄一般商船に は汽圧毎 ユF方糎 14 瓩程度 の 圓罐が 使用せ られ て 居 りま し たが ．三菱長崎造皓

所 で屏東 丸 ．甕東丸 及彰化丸 の 經驗 を經て 昭 和 11年 に 金剛丸用汽圧 17・5 瓲 の 圓罐 を製造 し ま した事

は此 の 部 門に 於ける一進歩 で あ りました 。 又 同年に初 て 製作 せ られ ま した プ ル ドン ．カ プ ス 式．ハ ウ

デ ン ．ジ ヨ ン ソ ン 式等の水 管を有する乾燃室型圓罐は其後釜 々 廣範園に採用 せ られ．船舶の 遐航經濟

に 貢獻 し て 居 る次 第で あ ります 。 更に 此 方面に 對す る改善の 努力は水管式 汽罐の 探用 と な り、鴨線丸

及黒龍丸用 汽圧 27 瓩 蒸気慍度 300 度 の 水管式 汽罐が 完成せ られま したの は 昭和 12 年で あ りまし

た。 獪之 に對 し て は自動下方給炭機が裝備せ られ ．汽罐 と相俟つ て 劃期的進歩 をN した もの と爾す ぺ

きで あ りませ う。 叉貨物船山彦丸 に 水 管式汽罐 が探用 せ られた事及黒潮丸 に 汽圧 21 瓩 の 本邦最初の

川崎 ラ モ ン ト型 水管式汽罐が据付け られ た事は共 に 此期聞 に 於け る特 記 す ぺ き事柄 で あ ります 。 目下

建造中の 橿原 丸級の 汽罐 も亦水管式で あ りま して 汽圧 は毎準方糎 4G 瓩で あ ります。 即ち本汽罐の 製

作 は本邦遘機技術 の 非常な る躍進 を齎 す もの と云 はな ければ な りませ ぬ 。 其他汽罐に 關 して 申添 へ て

・置 きた V ・ こ とは ．近海郵船會肚 の 永輻 丸及大輻丸 に 裝備せ られ た御法川式下 方給炭機の 極 め て 良好 な

成績 を舉 げた こ とで あ ります。 此 事實に刺戟せ られ近時新舊船舶の 圓罐に之を探用す もの 次第に 多 き

を加へ て 來た こ とは ． 燃料節約上誠に 慶賀すべ き事柄 と思ふ 吹第で あ ります。

　 輓近 に 於け る汽機 の 發達を顧れば 、昭 和 11 年に於て 玉 造船所の 建造 に係 る金城山丸 及新夕張丸 に

1 タ ペ ル ケ ン 式 ターボ圧縮機附 3 聯威汽機が据付 られ試運轉 に 於て 石炭淌費量 1馬力當 り毎時 0・445
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　　　　　　　　　　　　　　挽近 に 於 け ろ牢邦造斜 界 の 囘顎 、重 光　蔟　　　　　　　　　　　　　　1瑁

瓩 と云 ふ 往優動汽機 とし て は極め て良好 な る 威績 を牧 めま した。 又 在來の 3聯成汽機の 代 りに レ ン ツ

型複 2 聯成汽機．ター巳 ン 附複 2 聯成汽機等の探 用が次第に 一般化せ らる S と同時に 貨物船に鬢 し

て もタービ ン 汽機が採用 せ らる L 趨勢 とな り．更 に 大型 族客艪 に對 し て は盆 々 高馬 力 の タ ービ ン 汽機

が製邊せ らる s に至 りました。 皀口ち昭和14 年に は軸馬力 1 萬 を超ゆ る三 菱衝動式 タービ ン 汽機が 新

田丸に裝備せ られ、叉 目下製造中の 橿原丸級用 タービ ン 汽機の 軸馬力は 1 基 2 萬 2 千を超ゆ る次

第で あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　　 造 船 に 闘 す る 諸 施 設

　（1） 船級事業 の 發達

　本邦に 於 ける唯
一

の 船級協會 と し て帝國海事協會が 順調 な る發達 を途 げつ L あつ たこ と は 既に御承

知 の 通で あ ります。 然 し乍 ら其の存立 の 基礎が確定せ られ今 日 の盛運 を誘致 する轉機 を劃 したの は昭

和 9 年に 於ける般舶安全法 の 實施に在 る と考へ ます。 其の 第八條に於 て は 日本 の 船級協會印ち帝國海

察協會の 檢査 を受 け般級の 登録 を爲 したる貨物船 は官廳 の 檢査 を受け之 に 合格 した る もの と看徹す．

4規定 せ られ て 居 のます 。 皀卩ち帝國海事協會が 船級協會 と し て 使命 を全 ふ し機能を發邱し て 居る な ら

ぱ ．其 の檢査 した る技術的事項に就 て は官廳は自己 の檢査 を行 はす して 有效 と認む る と云 ふ の で あ る。

換言 すれば帝國海事協會は何所迄 も船級協會 とし て 斯業の 爲獨 自の 發達 を爲 す こ とを期待せ られ て 居

る の で あ つ て
． 此 の 期待 に 副 ふ や否 や に 付 て は政 府の 監督 に 服 す べ き こ と勿淪 で あ るけれ ども． 反面

に 於て 政 府の 監督指導は専 ら此 の 範圍 を出で ざる こ とを示 す もの で ある と思ふ 。

　此樣な精棘が法律 に 依 つ て 規定せ られた と云 ふ こ とは私 は我 が海事祉會 の 爲 に慶賀す る もの で あ り

まして 、斯 くして 初 めて帝國海事協會は船級協會たる國際的性質を保持 し乍 ら國家肚會の 爲に海事奉

公 の誠 を盡すこ とが 出來 る と信す る吹第で あ ります。

　般舶安全法 の 實施は般 舶改善助成 に依る新艢建造の 時期 と前後 し本邦造船界は次 第 に 繁忙の 度 を加

ふ る に 至 りました 。

一
方帝國海事協會は部 内陣容 に 刷新を加 へ 業務の 擴張を圖 る と同時に ．昭和 11 年

4 月從來の 瓧團法人組織 を財團法 人 に變更 し以 て業務 の逕營に 潼憾な きを期 した の で あ ります 。 此 の

時に 當 り從來の 因習を打破 し て 本邦艪舶に は大型般に 至 る迄 自國船級を附する の 氣運が期せす し て 官

民の 間 に 醸成せ られ ， 爾後薪造膿は殆ん ど全部帝國海事協會に船級 を登録 するの 例 とな り．同協會の

事業は釜 々 躍進す る に至 りま した。 試 みに 昭和 14 年末に 於 け る現況 を示せ ぱ ．般級登録船は 74⊥隻

總噸數 263 萬 7 千餘噸 に達 し．兩三年中に 350 萬總噸 に達すべ き確實な る見込 を有する に 至 りま し

た 。 此 の 如 くして帝國海事協會の 事業は世 界に於 け る他 の 般級協會 の 班 に伍 し遜色な きに 至 つ たの で

あ りま して ．私は同協會が將來釜 々 其の 技術的内容 を充實 し．本邦造船界の重要なる 一
環 と し て 其の

任務 を途行す る こ と を信 じて疑 はな い の で あ ります。

　   　造船技術規則の 編纂

　從來本邦 に 於 ける造船技術規則 と して ば，遞信省に造艦規程 があ り帝國海事協會に 鋼船規則が あ つ
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て 竝び行 はれて居 つ たの で あ bます 。 之等の 規則 は何れ も二 、 三 の 例外事項 を除き て ぱ範を外國般級

協會の規則に採 つ た もの で あ り、相互 に
一
致しな い 黔 もあつ た の で あ ります 。 然 る に此 の 種の 規則 は

船 體 及 機 關 の 構 造 及 寸 法 を決 定 す る 基準 を示 す もの で あ る か ら．最薪の 墨理 と經驗とを經緯 として編

纂せ られなけれ ばな らぬ こ とは勿論で あつ て 、久 しき以前 よ り根本的研究 を行ひ ．外國船級協會の 規

則 を參考 しつ S 本邦獨 自の 技術規則 を編纂す べ し との 要望が あつ たの で あ ります。 鼓に於て 遞信省｝よ

帝國海事協會 と密接な る蓮絡の 下に昭和 9 年以降全國の 官民專門者 を總動員 し 2 年有餘に亘 る審議

の 結果本邦に 於 ける全關係者の 最新の智識 と經驗と に基 く造船技術規則 を編纂し た の で あ ります 。 鋼

般構遭規程及船舶機關規程が 鄙 ち之で あ bま して 、其 の 内容 は從來の 因習 を打破 し數多 の 1　 vc於 て 本

邦逅船技術の 進展 を反映 して 居 るの で あ ります 。 私 は之等の 規則が官民 を通 じ本邦に 於ける 唯一
の 造

船技術規則 として 正式 に採用せ ら る S時期 も近 き に 在 りと信す る と同時 に 、將來之 を基礎 とし時世 の

進運 に 拌ふ 改訂補足 を怠らない な らば 、茲に初 めて技術規則の 眞の 獨立 を完成 し本邦造船界 の 發展に

資す る こ と極 め て 大 な りと思ふ 次 第で あ bます 。

　 働 　標準船型の 制定

　標準船型 の 制定 は船舶 の 經濟 1生能 の 向上 と價格 の 低減 とを實現 せ むが 爲に採用せ られ たる特筆 すべ

き施設 と謂ふ べ きで あ りませ う。 般舶改善協會が此 の 問題 を採擇 したの は昭和 11 年で あ りました。

爾來準備委員會を設けて 基礎的調査 を爲し、次 で 專門委員會 に附託 して 技術的研討 を加 へ ．昭和 14

年 3 月不定期貨物船に對す る 6種 の 標準船の大綱 を定 めて 之 を公表致 しまし鵡 之は次 で 遞信省に 於

け る標準船型撰定委 員會の 議に 付せ られ．其の 儘探用せ られて 公的性質を帶ぶ る に 至 りま した 。

　元來標準船なる言葉は從來必す し も右 と同一
意味に 使用せ られて 居る とは 限らな い の で あ つ て

， 前

囘 歐洲大戰當時 に 諸外國 に 於 て 盛 に 建造せ られた 所謂標準型 船の 如 きは實は 戰時急造 船 に外 な らな

い 。 其 の 場合 に在 りて は只管船舶の 急速大量生産 に焦 つ た爲．經濟性の 無靦せ られたる もの 多 く．之

に依 り建造せ られた る般舶 は共の 後不經濟船として 平時海遐 界の 癌 となつ たの で あ ります 。 然 し乍 ら

今 囘 本邦 に 於 て 制定せ られた標準不定期貨物船制度は前記 の 通 り其の 目的が 全 然異 る の で あつ て ，從

て普通の 使用歌況 に於て 必要 なき装置等は見合せ 、萬事簡素 を旨とし資材を統一し寸法 を單純化 して

相互流用 を可能な らしめ．資材牧集 の 便 と建造 の 簡單化とを計 つ た けれ ども，船髄の形欣．機闕 の 選

定 、荷役設備 の 改善等苟 も艢 の 經濟陸能 に關係 あ る事 項 に 付て は最新の技術 を實現する こ とを怠 らな

か つ た の で あ る 。 即ち外國 に 於け るもの は戰時急造用 の 懍準船で あ り，本邦 に 於 け るもの は甼時經済

職用 の 標準船で あ ります 。 從つ て 今後造般技術 の 進歩に 拌ひ 絶 えす改良 を加 へ ．常に最 も優秀な る性

能 を具備せ しめな けれ ば な らぬ の で あつ て ．船舶改善協會に 於 け る 當該委員會 も此 の 意味 に於て 不斷

の 活動 をして 居 る次第で あ ります 。

　　　　　　　　　　　逧船に關する新立法 と造船卆準化問題

昭和 14 年 に は造艢 に關す る 2 箇の 重 要なる法律が 制定せ られ ま した 。 同年 了2 月 よ り施行せ ら
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　　　　　　　　　　　　　　輓 近 鯲 け る 本繼 鮴 喇 顧 諏 進 丞 　 　 　 　 　 彑 「

れた る造般事業法及翌 15 年 1 月 よ り施行寸 られ た る 艢舶建造融資 補給及損失補償法が是で あ りま

す 。

　低利造艢資金 の 融 通 を圖る こ とが新遘船 の 註文 を誘 發 し本邦商船除 の 素質を改 善整備す る 上 に 於 て

極 めて 有效な る方法で あ る こ とは明瞭で あ ります 。 政府は昭和 5 年豫算外 國庫の 負擔 とな る べ き契約

に依 りて融資 を開始 し
．爾來順次貸付條件 を緩和 し て 相當の 實績を舉げ來 つ たの で あ りますが ．此の 造

般資金低利融通の 途 は今囘制定せ られた般船建造融資補給及損失補償法に依 り恒久化せ られ ．造般詫

文 の 計畫化が 容易 とな り、將來本邦造船 界に貢獻す る所頗 る大 な る もの あ りと信する 次 第て あ り ます
。

　造般事業法 の趣 旨とす る所 は．造般事業の 國家的重要性に鑑み政府は之に對 し適切な る監督統制と

保謹助長 と を行ひ ，事業經營の 基礎を強靱 な ら し む る と共 に
． 業者 の 自治的協 力を張化 し、良質 に し

て 廉慣 なる商船の 供給 を愈 々 容易な らしむ る點 に在 る の で あ りま して ．將來本邦造艪界 の發展に寄與

す る所蓋 し尠少で な い と信す る次第で あ ります 。

　然 し乍 ら法 の 效果 を發輝する と否 とは之 を運用 する指導精禪 の 如何に 在 る 。 政府は先 に 自國造般主

義 を確立 して 本邦造船界の 一基礎 を定 め、今 は非常時局に際會し て造般能力の 全的發揮 を指導す べ き

立 場に 在 る 。 更に 繁閑起伏 の 激甚な る造結業本來 の 性 質を考慮す る とき．可能 な る範園に 於 て 將來に

對 す る事業經營の 不安 を除去 し ．業者 をしで安 じて 現下 に 於け る國家 の 要 望 に 帥應せ しむ る と同時に ．

本邦造般界 の 前逾 に對 し一大 躍進の 基礎 を定む る は 正 に 政 府 の 責務で あ る と思 ふ
， 此 の 意味 に 於 て 近

時當路者の 率先提唱す る葱膿平準化政 策は正 に 肯綮に 中 り、業界多年の 要望に 合致す る もの で ある 。

然 し乍 ら平準化 の 實現 は 難事 中の 難事 で あ る か ら し て 、提唱 之 を久 し くし て 未 だ 實現せ られ ざ る過去

の 經驗 を翫味 し．前 記 の 新法規其 の 他海事 に 關す る 諸法規 を此 の 指導精祕の 下 に 綜 含運用 す る と同時

に 業界繁忙 の 今
・
日 に於 て 之が實現に 對 し官民一致萬全 の 對策を用 意す る こ とが現下 の 急務で ある と信

する 次 第で あ ります、t 此 の 如 くし て 造鮨
ヱF準化に 確固た る實現1生が 與へ らる L な らば 、 之は正 に 造般

政 策の
一

大 隰進 て あ つ て ．唯 に 斯 界の 幸轎 の み で はな い の で あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　　　　菖　 變　　と　 造　 船

　日支事變勃 發 と共 に 本≠il海運 は一大 使命 を課 せ られ た の で あ る が ．其 の 責務途行 の 途上 に 於 て 歐洲

動亂の 勃發に會 し更に 使命の 加重せ らる s と同時 に 、一
大 躍進 を爲 すべ き絶好 の 機會 を嫂んだ の で あ

る 。 此 の 重大使 命を逹 成す る爲急速解決 を要す る問題 は二 、三 に 止 ま らな い の で あ るが ．就中根幹 を

爲 す もの は本邦商 皓隊 の 船腹 の 擴大 で あ る 。 而 し て 外 國艪舶の 購入 又 は傭入は非常時對策 と して 政 府

の 容認す る所で あ るけれ ども．現下 の 國際情勢 に於 て は之 を實現 し難 い の で あ るか ら．般腹の 擴大は

一
に 新般 の 建造に 俟た な ければ な らな い ，，

　然 る に支那事變の蟹大 に 俘ひ 軍需 の 充足 を確保す る爲め重要 物貸 は相踵 い で 政 府 の 配給統制 を受 く

るに至つ た 。 自1ち鐵鋼 を始め とし銅．亞鉛．鉛，錫等 の 非鐵金昼，紬絲 、羊毛 、麻類、石綿， ゴ ム ，

皮革．木材等 の 一般民 需は配給統制の結果何れ も制限せ られ ．加ふ る に 爲替管理の 弧化は物資楡 入 を
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枢度に制圧 し．從つ て 造船用物資 の 調達は著 し く困羅 を感す る に 至 つ た ，， 更に 亘萬の 大軍 は東亞 聖戰

の逾上 に在 り、銃後の 生 産工業は必然的 に擴大せ られ ．諸般 の 統制機構は新に事務 を累加す る現状 に

於 て 、造 般部 門に於 け る從業員 、勞働力 の 不足 は漸 く顯著な る に 至 つ た 。 此 の 如 くして 我が造船界は

自己 に 課せ られた る重大使命 の 達 成上今や 岐路 に立 つ に 至 つ たの で あ る。

　此の 如 き困難の 克服は素より關係官民の 一致協力に 俟つ べ きもの で あるが ．既に賓行せ られ又は賀

行の 緒に つ い て 居る對策 を列記すれば次 の 通で あ る
。

　（1） 標 準型不定 期船制度の 利用

　既に述 べ た る通 り不定期貨物般に對す る標準船型 の 選定は必す し も時局對策と して 之を行 つ た もの

で は ない が、此 の 際之 を利用す る こ とは諸般 の 無駄 を省 9 て 資材の 調達 を容易な らしめ ． 經濟的適船

を低廉迅速に莚造す る所以 であ るか ら 、 政府に於 て も普逋貨物般に付きて は原則 とし て 之 に 依 る こ と

を慫慂 し ． 今 日に 於 て は多數の 標準型結が建造 せ られ ．資材不足 の 折柄造船界 に新局面 を展開 しっ S

あ る の で あ ります 。

　（2） 造 船用鋼 材の 種類寸法の 單純化

　從來一船 の 建造 に 使用せ らる 」鋼材 の 種類は多種多様に亙 り、 甚 しきは其の 數，數百 に達 したの で

あ るが 、造般聯合會は昭和 12 年 11 月委員會 を設 け て其の 單純化を決定 し、以 て鋼材生 産の 便宜を

計 b其の 低廉迅速なる供給 を促進す る こ と S し た の で あ る
。 即 ち總て の 般 を通 じ鋼 板 に 付 て は 厚 E

28 種 ．山形鋼 、溝形鋼及球 山形鋼 に 付 て は斷面形状を 7 種乃至 20 種と し ．鉛の 設計 を之 に適應せ

し めて 無駄 なか ら しむ る と同時 に鋼甘の 相互融通 を可能な ら しめたの で あ る6

　（3） 代用材料 の 選 定

　造般資材 の 不足 rc對tsせ むが爲 め造船聯合會は昭和 H 年 5 月委員會を設け て 代 用材料 を選定 し ま

した
。 其の 數は船體關係に於て 10S、機關々 係 に於て 190 に達 し、其の 概要 を記 せ ば （1）金屬製品 に

代 ふ る に 合成樹脂製品 、 木製品 、 窯業製品等 を以 て する もの 、 （2）銅製品又 は銅基合金製品に 代ふ る

に鐵鋼製品 を以 て す る もの ．（3）鉛 を原料 とす る塗料に代ふ るに 鐵を原料 とする塗料 を以 て す る もの ．

（4）輪入木材に 代ふ る に 内地 産木材を以 て す る もの 、（5）輸入防熱材料に代ふ る に 國産防熱材料 を以 て

す る もの ．（6）ゴ ム 製品又 は皮革製品に代ふ る に 合成樹脂製晶を以て する もの 、  毛織製 rPn　ec代ふ る

に他種繊維製品 を以 て す る もの ．（8）鐵鋼製品錆止 の 爲の 亜 鉛鍍金 を省略す る もの 等で あ ります 。 之

等 は主 と し て 貨物船 に適用す る こ と を目標 と して 選定 せ られ た の で あ ります が 、旅客皓に於 て も成る

べ く之に 依 る こ とが現下の 情勢に鑑み望 ましき次第で あると同時に 、代用品の 品質向上 の 必要 を痛感

す る次 第で あ ります
。

　（4） dt
・
　1 ラ ー

、
フ

ァ

ーネ ス の 單純 fヒ標準型の 制定

　汽罐用皺型火爐は從來偸入に依存する所が多か つ た の で あるが 、此の 際其の 國産自給を期す る爲め

造般聯合會は昭和 13 年 2 月委員會 を組織 して 技術的對策の 憲議に當 らし め ま し た 。 其の 結果使用上
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支障なき限 り火爐の 形朕 を簡易に し て 製作 を容易な らし め 、 且 つ 種類寸法を單純化す る を可な りと認

め．4 種 の 制限汽圧 を想定 し火爐 の 内徑を 6 種 に 限定 して 總數 22 の標準豊 曳爐を制定 したの で あ

ります 。 爾來之 に 依 りて 製作せ ら る S もの 次第 に 多 く今 昌 に 於 て は楡入 に俟 つ の 必 要 は無 くな りま し

たo

　（5） 船用品規格統
一事業の 促進 と規格 品の 探用

　船用品規格統
一事業は專 ら造船協會に於て立案審議の 實務に當 り、政府の 工 業品規格統

一調査會の

議 を經 て 規格 を確定 し來 りた る次 第で あ りますが ．非常時局 に際 し本事業の 促進 を計 る と同時に廣 く

之 を探用せ しむ る こ との 急務 な る を認 めま した の で ．極力蕃議 を急 ぎ多數の 臨時規格 を制定致 しま し

た 。 而 し て前記の標準型不定期船に於て は既に規格の 決定 して居 る船用 品に付て は原則 と して之 に依

る こ とに 決定 し た の で あ ります 。

　（6） 電気熔倭應用範 園の 擴大

　鋲接 含の 代 りに 電気熔接 を探用 すれば鋼材の 節約が ユ0 乃至 15％ に達する こ とは周知 の事實 で あ

ります 。 加之使用箇所 に依 りて は工 事 の 簡易化．水 密 の 確保等其 の 他 の 利 釜が あ る 。 從 つ て 從來と雖

漸次 共 の 應用範園は擴大せ られ ．造般工 場に よ りて は相當量の 資 酵節約を實現 して居る の で あ る が ．

其の 一般化に 就て は獪 ほ檢討 の 餘地 あ る や に 考へ らる S の で ある 。 獨逸の如 き現戰役勃發の 初頭 に 於

て 之 を以 て 資材節約 の
一

手段 と爲 すべ き旨 を宣言 し て 居 る位で あ る か ら、我 が造般界 に 於 て も其 の 應

用範園の 合理 的擴大 に付今
一
段の 研究 を爲

’
す と同時…に ．船主 に於 て も事態 を正 靦 し て技術者の 提言 に

順懲せ む こ とを切 望す る 次第で あ る 。

　（7） 高張 力鋼 の 生産 及使用

　現今使用せ られて居 る造般用鋼材 に比 し抗張カ
ー
段高 く而 も伸長 の 割合が 適當で ある鋼材が 若 し廉

價 に 製造せ らる L な らば ．之を使用 す る こ とに 依 り相當 に鋼材の 節約 を爲 し得 る こ とは明瞭で あ るの

み な らす ，重量 の 輕減は載荷能力 の 壇加とな り本邦海遐躍進の 一大要素 とな る の で あ ります。 此 の 如

き高張力鋼の 利用 は 日本學術振興 會の 著限 する所 とな り、既 に試作 を絡つ て實現の 方向に進で 居 る と

承知致 して 居 ります 。 私 は造船 の 立場 よ り速か に 理 想 を實現 して 一石二 鳥の 效果 を擧げむ こ と を切望

し て 止 まな い 次第で あ ります。

結 言

　以 上 違べ ま し た通 り最近 の 數年間 は本 邦造給界 の 一轉機に 該當 し重要な る進歩變革が此 間 に 實 現せ

られた るの みな らす、 優秀船舶は相踵 い て 建造せ られ，今や時局を反映 して 造般界は船舶建造の 急需

と其 の 實現難 に 惱ん で 居 る の で あ る 。 此の 如 き繁忙 は誠 に 斯界 の 盛事 で あ るけれ ど も．祕 の 萠芽は此

の 如 き場合 に 生 じ易 い の で あ るか ら．吾人は須 く萬全 の 用意 を以 て 之 に 鬢處せ ね ば な らぬ と思 ふ
。 就

中技術の積極的練磨 と其の 善用 とは一日 も忽に す るを得 ざるは勿論．寧ろ之 を以て 時艱克服の 第一手

段 と爲さね ば な らぬ の で ある 。 若 し急需 に追 はれ不知不識の 間に技術 を冐漬する が 如 きこ とあ らば
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　 單 に造歌 ［二業の 汚辱な る の みな らす、此 の 如 くレて 急造せ られた る船舶は將來本郵海運の 癌と な ら な
、

　 V ・ との 保；證は爲 し難 い の で あ ります。

　　 今 や我 が造皓界 は協カ
ー致時艱 の 克服 に 邁進 して 居 るの で あ つ て 、必す・や 自己 に 課 せ られ た る重大

　 任務 を途行 し、之 を機會 と し て 更に新な る發展の 基礎 を定 むる こ とを私は信 じて疑 ばなV ・次第で あ り

　 ます 。

　　　　　　　　第一表 ノ ー　第一次 船舶改善助成施設に よる 代船主要件名表
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第一表 ノ ニ 　第一
次船舶改善助成施設 に よる解體船主 要件 名茨
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輓近に 於 け る 木邦造船界 の 回 顧 ，重 光 　蔟 ．丿ρ
：

第一 表 ノ 三 　第二 次船舶 改善助成施 設 に よる 代船及解體船主要件名表
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第二 表　優秀船舶建造助成施設に よる船舶主要件名表
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第三 表　各航 路就航 の 代 表船舶新舊比較表
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第一 表 ノ 四　第三 次 艦舶改善助成施設に よる 代船及解體船主要件名表
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